
 

 

「運転支援システム（PRANETS）」の更新について 

 

平成２８年７月１２日 

日本貨物鉄道株式会社 

 

当社は、貨物列車の位置をリアルタイムで把握し、走行中の運転士に運転を支援する情報を

伝え、「安全・安定輸送」をサポートするシステムとして、平成２０年に「運転支援システム

（PRANETS）」を開発・導入しましたが、今般、そのシステムの更新を行うこととしました。 

近年、貨物の正確・迅速な位置情報の提供が必須となるなか、開発当時より進歩した情報通

信技術を取り入れ、システムの安定性や情報提供の正確性の向上を図ることで、走行中の貨物

列車の位置情報のきめ細かな提供の実施等、より一層サービスアップを行うことが可能となり

ます。 

当社では今後も、貨物列車の運行に関して、安全・安定輸送、ならびにサービスの向上に努

めてまいります。 

 

１．「運転支援システム（PRANETS）」の概要（別紙１参照） 

機関車の運転席に設置したモニター画面や音声により、運転士に徐行区間の予告や制限

速度注意喚起等を行う「運転士支援機能」と、ＧＰＳにより測位される列車の位置情報等を

収集し、列車位置情報提供システムに位置情報、遅れ時分等の提供を行う「列車位置情報把

握機能」の二つの機能を持つシステムです。 

※ PRANETS（プラネッツ）：Positioning system for RAil NETwork and Safety operating  

 

２．更新の概要（別紙２参照） 

（１）端末・機器の更新と簡素化 

（２）アプリケーションプログラムの新しいＯＳへの対応 

（３）機関車位置発信の二重化 

（４）列車番号の補完入力への対応 

（５）運転支援データの順次ダウンロード方式への変更 

（６）機能拡張への対応 

 

３．更新の効果 

（１）安全・安定輸送のさらなる向上が図られます。 

（２）貨物の正確な位置情報を途切れなく提供することが可能となります。 

 

４．実施時期 

平成２９年４月以降順次 
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  鉄道事業者では初めてのナビゲーションシステム「PRANETS」を開発し、鉄道の“弱点”と言われてき

た「コンテナ位置」・「列車遅れ」等の情報をリアルタイムに提供。 

利用者 

ＧＰＳ衛星 
通信事業者ネットワーク 

位置情報送信 

列車位置 

情報 

 ＧＰＳで列車運転士に対して重要な情報をタイムリーに 

提供できる、 “鉄道版カーナビゲーション” 
 最大の弱点であった「コンテナ位置」・「列車遅れ」を 

正確に把握でき、物流業界での絶対要件とされる“トレー 

サビリティ（追跡可能性）”を実現 

位置情報送信 

「運転支援システム（PRANETS）」概要 
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別紙１ 



電源装置 

GPS受信器 

車載端末 
（堅牢タブレット） 

スピーカー 

各運転台で同一構成 
（機関車1両に2セット搭載） 

別紙２ 

DC-ACインバータ 
ACアダプタ 

取付金具 

列車始発駅 
現行方式 

乗継駅 乗継駅 終着駅 
（入区駅） 乗継のたびに運転士

がUSBメモリで各区
間の運転支援データ
をセットする。 

列車始発駅 
（出区駅） 

更新後方式 
乗継駅 乗継駅 終着駅 

（入区駅） 列車の始発駅で運転
士が列番等を入力し、
乗継時には乗継ボタン
押下により各区間の運
転支援データを順次ダ
ウンロードする。 

サーバ 

携帯通信網 

⑤運転支援データのダウンロード イメージ 

① 端末更新と簡素化 
② 端末OS更新 
③ 機関車位置発信二重化 
④ 列車番号補完入力 
⑤ 運転支援データのダウンロード 
⑥ 機能拡張への対応 

③④ ③④ 
 

①⑥ 

② 

更新の概要 
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